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1――はじめに

昨今，宅配事業など運送業界での労働力不足が深刻な状況
として話題になっている．人材確保や定着率向上のためには，
企業がドライバーの健康状態を良好に保つ努力も，労働環境
の改善や交通安全性向上の観点から，一つの重要な課題であ
ろう．ここでは，企業風土とそこで働くドライバーの健康状態
に関する研究として，「安全風土」の影響に着目してスペインで
調査したSillaら1）の研究を紹介したい．この研究の中で著者ら
は，安全風土に対する個人の認識である「心理的安全風土
（Psychological safety climate）」と時間制約に関わるプレッ
シャーが，職業ドライバーの健康状態に影響を与えているとい
う仮説を立て，検討を行った結果を報告している．
安全風土に関しては，特定の職場においてメンバー同士で
共有されている「組織の安全風土」が存在すると考えられてい
るが，Huang2）らによる研究からは，遠隔地や単独で行動する
従業員は組織の安全風土を共有しづらいことが分かってい
る．職業ドライバー達は，まさに会社から離れた場所で単独で
働いている従業員である．そのため著者らはこの研究で，組織
の安全風土ではなく，ドライバー個人個人の認識である心理
的安全風土が職業ドライバーの判断の枠組みとなると想定し
指標として利用している．
著者らはまた，職業ドライバーのストレス状態にきわめて重
大な影響を与える要因として，これまで多くの研究で指摘され
ている時間的プレッシャーに着目している．著者らは，ヨーロッ
パの労働環境に関する調査結果3）からドライバーが受けてい
る時間的プレッシャーの現状について紹介しており，それによ
ると，運輸部門の従業員は，仕事の速さや厳しい期限，非常に
頻繁な割り込み業務，業務遂行のための時間不足といった，
時間的プレッシャーに関わる業務について，他の部門の従業
員よりも多くの仕事量を抱えていると答えているという．加え
て，複数の研究が心理的安全風土により時間的プレッシャー
が小さくなることを示唆していると紹介し，時間的プレッ
シャーが心理的安全風土とドライバーの健康状態の関係を媒
介すると仮定している．すなわち，時間制約に関して過度にプ
レッシャーを感じることは，安全性の確保に対してマイナスの
影響を及ぼすことから，心理的安全風土が時間的プレッ
シャーを小さくすることを通じて，ドライバーの健康状態を改
善することにつながるという仮説を立てている．この仮説の検
証として，著者らは心理的安全風土と時間的プレッシャーが，
職業ドライバーの健康状態（一般的な健康状態，および極度
の疲労（Burnout））に及ぼす影響について検討している．

2――研究方法

この研究では，職業ドライバーに対してアンケート調査を実
施し，共分散構造分析により，心理的安全風土，時間的プレッ
シャー，ドライバーの健康の関係に関する分析を行っている．
著者らが働きかけた107の道路輸送に関連する企業のうち，
34の組織が調査に応じ，367人の職業ドライバーからアンケー
ト調査の回答を得ている．この研究では，調査対象となってい
る職業ドライバーに貨物輸送と旅客輸送の分野の従業員が混
在していることに留意が必要である．協力が得られた企業の
内，59%の企業が貨物輸送を扱う会社であり，41%が旅客輸
送の企業となっている．アンケート調査では，ドライバーが日
頃さらされている時間的プレッシャー，過度の疲労の状況，心
理的安全風土，一般的な健康状態について，既存の調査や研
究をもとに質問項目を設定している．著者らは，多くの組織に
参加してもらうため，また回答負荷と予算を削減するために，
可能な限り短いアンケート票を作成し，従業員たちは勤務時間
内にこのアンケート票に回答したということである．以下に，そ
れぞれの調査項目について説明する．
時間的プレッシャーについてはInstrument for Stress-

related Job Analysis（ISTA）4），5）から，3つの設問について5
段階（1.全くない～5.常にある）での回答を得ている．質問例
は，『最近の仕事について，時間不足によるプレッシャーをどの
程度頻繁に感じていますか』といったものである．
心理的安全風土に関する質問は既存の2つのアンケート調

査（Safety Climate Assessment Toolkit（SCAT）6），
Offshore Safety Questionnaire（OSQ）7））からスペイン語
に翻訳された3つの設問が使用された．著者らは回答するドラ
イバーらの安全に関する認識について，組織としての優先順位
に関する認識と，安全性に対して競合し得るその他の目標と
の関係について質問した．質問への回答は5段階（1.全く賛成
しない～5.全面的に賛成する）であり，質問の一つの例は『こ
の会社では，安全は1番の優先事項だ』といったものである．
過 度 の 疲 労 の 状 況についてはMaslach Burnout 

Inventory–General Survey（MBI-GS）8）から3つの設問が用
いられている．それぞれの設問は疲労に関する別々の側面を
問うものとなっており，（1）精神的な疲労（設問：朝起きてまた
仕事に向かわなければならないとき，疲労を感じる），（2）疲労
にともなう非人間化（depersonalization）（設問：自分の仕事
に興味を感じない），（3）個人的達成感の低下（設問：仕事に
対し，自分はよく働いていると思う）という3問である．ドライ
バーらはこれらの設問に対して「1.全くない～5.常にある」の5
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段階で回答しており，「個人的達成感の低下」に関する設問で
は，分析時に値の大小を反転している．
一般的な健康については，『全般的に，自分の健康は…』と
いう設問に対して，「1.とても悪い～5.とても良い」の5段階での
回答を得ている．
その他，回答者自身の年齢と勤続年数について，個人の健
康状態に影響が考えられるものとして調査された．

3――分析結果

上述のアンケート調査の結果から，相関分析により，心理的
安全風土は，時間的プレッシャーと過度の疲労感との間に負
の相関関係を持ち，一般的な健康状態との間には正の相関関
係を持つことが示された．また，時間的プレッシャーは一般的
な健康状態との間に負の相関関係があり，過度の疲労に対し
ては正の相関関係がみられている．勤続年数については，一
般的な健康状態とは負の相関関係，過度な疲労とは正の相関
関係が見られている．これらの関係には全て，統計的有意性
が見られている．
これらの変数の関係について，さらに共分散構造モデルに
よる分析結果が示されており（図―1），心理的安全風土は，時
間的プレッシャーに負の影響を与え，ドライバーの一般的な健
康状態と過度の疲労に対しては良好に働く関係を持つことが
示されている．この結果から，著者らの仮定の通り，時間的プ
レッシャーはドライバーの健康状態に有害になるものであり，
それは部分的にはドライバーが認識している心理的安全風土
とドライバーの健康状態との関係を媒介するという関係性が
見られている．

4――おわりに

今回紹介した研究では，職業ドライバーそれぞれが認識し
ている安全風土の高さが，時間制約から感じる心理的負担を
緩和し，それによってドライバー自身の全般的な健康状態や
過度の疲労感を軽減している可能性が示唆されている．貨物
輸送，旅客輸送の各々で，ドライバーが感じている時間的プ
レッシャーの具体的な内容は異なると考えられるが，いずれの
場合においても，組織における「安全優先」の認識をドライ

バーに高めさせることで，過度に時間に追われている気持ちを
緩め，ドライバーの心身の疲労を緩和して健康増進につなげ
る取組みに活かすことが考えられる．本研究でドライバーの健
康状態を表すために用いられた“Burnout（過度の疲労，燃
え尽き）”の概念は，医療従事者の消耗を指す言葉として使わ
れ始め，対人サービス職従事者の職業ストレス反応として注目
を集めるようになったとされている9）．今回紹介した研究で評
価軸として用いられたMBIを日本で適用しようとする研究も多
数みられており，ドライバーに適用して雇用側が随時状態を確
認しておくことも考えられよう．本論文では，独りで働く時間が
大部分となるドライバーは，企業風土を共有しづらい可能性に
ついても言及していることから，本研究におけるドライバーの
健康増進に関する示唆について，ぜひ組織の中で上手に共有
いただきたい．
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■図—1　 心理的安全風土，時間的プレッシャーと職業ドライバーの健康の関係についての共分散構造分析結果（*p <.05，**p <.01）（Sillaら1），
Fig 1から作成）
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